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研究成果の概要（英文）：This research grasped the histories of the regional organizations of 
International Council for adult education (ICAE) and analyzed the relation between the regional 
organizations and ICAE. Only three of eight regions, namely Asian, European and Latin American 
regions have own regional organization that is taken to represent the national organizations of each
 region now. It has come clear the difficulty to make some regional organization and continue them. 
It has also come clear that even the existed regional organizations have not been founded for the 
affiliate organizations. They have founded for their own necessity and have explored their own 
activities before the funding of ICAE or even after it and they have explored the exchange of 
experiences, among national movements, have supported national movements and have made advocacy 


















こで報告者は 2004 年からこの研究に着手し、2010 年度から 2013 年度には科学研究費の支
給を受けて研究を進めた。その成果の一端は、日本社会教育学会第 60回研究大会自由研究




































らに ICAE がその運動の推進方法と関わらせて関心を寄せていた Education for All、













変更した）に焦点を当てて調査を行った。ASPBAE は 2014 年に創設 50周年を迎え、自らそ
の歴史を振り返るセミナー等が 2013 年から取り組んでいた。報告者はこのセミナーに傍聴
者として参加することを許され、すでに参与観察を行っていた。本研究期間中には 2014
年 11 月に、この取り組みを集大成する集会が創立 50 周年記念大会として開催された。報
告者はこの大会にも参加して情報収集するとともに、2013 年のセミナーの傍聴経験も活か
しつつ、ASPBAE 自身による総括の報告（パネルディスカッション等）についての参与観察
を行った。また、2013 年以来の総括プロセスで公表されてきた冊子及び 2013 年のセミナ
ー時の議論も合わせて、その再検討を行った。 
















ができなかった。本研究では改めてこれまでに入手していた、EBAE 創設から EAEA へと名
称変更するまでの時期の歴史をまとめた小史,FROM BUREAU TO ASSOCIATION, A SHORT 




が、ICAE の発足後は ICAE の活動に徐々に参加し、ICAE のリージョン組織として位置づい




北アメリカリージョンについては、ICAE の現在のメンバー組織リストでは North 






















の探索過程で、関連して ICAE の当時の第 1次資料も発見し、そこから北アメリカリ－ジョ
ンの組織の盛衰に関する第１次資料の一部も入手することができた。 
これらの調査によって、North American Alliance for Popular and Adult Education
の 2000 年前後の消滅は、それに先立つ英語圏のカナダ成人教育協会の消滅、また 1990 年
代中頃の ICAE 消滅の危機と同様、1990 年代の財政削減を理由とする、活動支援のための
公的補助金の削減によるものという表面的な理由を超え、成人教育の国際的運動を進めて
いく上でのより本質的な問題があったのではないかとの感触を得た。すなわち、North 







議 Consejo de Educación de Adultos de América Latina (CEAAL)が中心的リ－ジョン組
織と思われ、これについて情報収集を開始した。事務所訪問やインタビュー等は行うこと
ができず、ネットでの情報収集に努めた。これによって分かったのは、CEALLA は現在、自
らをラテンアメリカ・カリブ海ポピュラー・エデュケーション会議 Consejo de Educación 




CEAAL は 1982 年に創設されたことも分かった。そこで、この時期の ICAE の活動と CEAAL
創設との関係、また、CEAAL がいつ、何故ポピュラー・エデュケーションの名称を表明し
はじめたのかなど、さらに解明する課題が具体化してきた。 
カリブ海リージョンについては唯一、Caribbean Regional Council for Adult Education 
(CARCAE)が現在の ICAE のメンバーリストに表記されているが、本研究期間ではこの組織の
情報を入手することができなかった。 
アフリカリージョンについては ICAE の同リージョン組織が複数あり、Pan African 
Association for Literacy and Adult Education (PAALAE)がその名称から推測される活動
内容からみて、もっとも代表的なリ－ジョン組織と思われたが、現状の実態はつかめなか










































動を展開し、組織を運営していることである。第３に、ASPBAE と CEAAL はリ－ジョン内で
さらにサブリ－ジョン枠を設定してメンバーを構造化してとらえており、ASPBE はさらに
このサブリ－ジョンごとに理事を選出して組織運営を行うという域内のバランスに配慮し
ていることも分かった。第４には、EAEA は EU への政策提言などリージョン独自の域内の
政治構造に積極的に関わっていることも確認できた。 
③リージョン組織の ICAE の影響 
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